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社会性報告

危険予知訓練や安全体感教育などをとおして、安全感性を向上させ、
総合完全無災害を目指して、安全衛生活動に取り組んでいます。

安全衛生管理への取り組み

2008年労働安全衛生動向

重点取組項目

2008年は、構内で働く一人ひとりが自らの作業を見直し、自然体で
ルールを順守できる自立した人を目指すべく、6Ｓの推進を基本方針
として安全衛生活動に取り組みました。当社の災害は休業、不休とも
に0件でしたが、協力会社で休業災害が１件発生しました。
今後も直・協一体となって積極的に安全衛生活動に取り組んでいきます。

●安全衛生管理組織図

●労働災害件数の推移

●労働災害発生頻度（休業度数率）

（件数）

休業災害 不休災害

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

（年）

職
域
安
全
衛
生
管
理
者

社　長

総括安全衛生管理者

部安全衛生管理者 安全衛生管理者

副専任安全衛生管理者

課安全衛生管理者

課副安全衛生管理者

一般従業員

職
域
安
全
衛
生
管
理
者

安全衛生専門班

TH推進会議

交通小委員会

安全衛生部
主務担当会

（安　全）
　・機械専門班
　・クレーン・
　　高所専門班
　・玉掛専門班
　・車両専門班
　・電気専門班
（衛　生）
　・衛生専門班

部安全衛生会議

衛生工学
衛生管理者

産業医専任衛生
管理者

衛生
管理者

副総括安全衛生管理者

（安全防災室）

安全衛生管理委員会

法定資格者

法定の常設会議

常設会議

議　長
委　員

課安全衛生会議
議　長
委　員

安全衛生推進会議
議　長
委　員

委 員 長
副委員長
委　員

（専任安全衛生管理者）

安全衛生指導員

安全衛生推進員

安全衛生推進員補助

事務局

【1】人の教育
安全教育・
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【2】設備・方法の対策
リスクアセスメント手法による潜在危険対策推進
本質安全化の推進

【3】組織面の取り組み
現場と管理者のコミュニケーション強化
6S活動
各職場ごとに、自ら自分の作業を見直し、改善し、自然体でルールを守れる人を
つくる活動を考え、実施する

【4】工事の安全対策
工事担当者は、工事施工計画を確実に確認し、高所では安全帯の着用を徹底させる
修理・工事担当者は、作業前に現地で確実に安全チェックを行い、動かない状
態を確保すること

【5】作業環境改善
有害物質取扱い作業場（粉塵・有機溶剤・特化物・鉛作業場）の環境改善と設備
の保守点検の完全実施
環境測定管理区分「Ⅱ・Ⅲ」に対する設備改善の継続実施

【6】交通災害の防止
交通安全週間期間中に交通ルールの指導を行う
セーフティーチャレンジ100違反「0」への挑戦

【7】協力会社の重点取組項目
協力会社についても、各社ごとに危険予知訓練・安全体感教育・コミュニケー
ション強化を実施し、構内で働く一人ひとりの安全感性を向上させる

*本ページの情報は歴年で記載しています。

*度数率：100万時間当たりの災害者数
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